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中教審答申（平成 27 年 12 月）では、近年、教員の大量退職により校内の職員の経験年数のバラン

スが崩れ、教員としての知識・技能の伝承が課題であることが示された。そのため、学び続ける教員

としての資質・能力の向上のための体制づくりが求められている。また、本市では、「かわさき教育プ

ラン」において、教職員一人一人が自己の資質・能力を高められるよう、人材育成等の取組を推進す

る必要性が示され、「川崎市教員育成指標」では、教員がライフステージごとに身に付けるべき資質・

能力が明示されている。一方、本市教育委員会の 2019 年の調査では、経験年数が 10 年以下の教員が

全体の 49％を占めているという実態が明らかとなった。このことから、本研究会議は本市においても

教員一人一人の資質・能力の向上のための体制づくりを図る必要性があると考えた。本市総合教育セ

ンターカリキュラムセンター発行の「教師力を高めるガイドブック」では、OJTは、設定された研修の

時間のみ行われるものではなく、日常的な会話なども含む様々な場面で行われるものであり、意図的・

計画的に行うことで教員一人一人の資質・能力、学校全体の組織力を向上できると示している。 

研究員所属校で実施したアンケートから、教員は日常的な関わりの中で特に授業について学び合い

たいと考えているが、多忙などを理由に OJT の機会をつくることができていない現状があることが分

かった。また、OJTを行う上で学校教育目標と川崎市教員育成指標が重視されておらず、OJTが意図的・

計画的に行われていないという課題が明らかとなった。そこで、本研究会議ではメンターとメンティ

による「日常的な関わりを通した授業改善に向けた学び合い」に焦点を当て、教員の授業力の向上を

めざし、OJTを活性化するための手立てを研究することを目的とした。 

本研究会議では、OJTの活性化に向け R-PDCAサイクルに着目し、Research（現状把握）を効果的に

行うために「『求める授業像』とその実現に向けた取組」を明確にする「授業力自己診断シート」を作

成し、活用した。その上で「各学校の既存の取組を生かしたシステムの整理」と「メンティの成長の

自覚と新たな課題の気付きを促すメンターの関わり」を手立てとして OJT の実践を行い、手立ての効

果を検証した。実践を通し、メンティの学びが「指導方法の基本を学ぶ」段階、「学びを深める」段階

を経て、自ら授業の改善や授業以外の教育活動へ学びを生かす「自ら学び続ける」段階に変容した。

また、メンターの資質・能力の向上にもつながった。以上のことから、三つの手立てはメンターとメ

ンティが日常的に関わる関係性を構築し、OJTを活性化することに効果的であることが分かった。そし

て教員の「授業を改善し続ける姿勢」の育成を図り、組織力の向上につなげることができた。 

目  次 

要   約 
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Ⅰ 主題設定の理由 

１ はじめに 

中教審答申 1では、児童生徒に、これからの社会を生き抜き、持続可能な社会の創り手となる資質・

能力を育成するため、教育の直接の担い手である教員が「学び続ける存在」となり、自身の資質・能

力を向上させていくことが求められた。しかし、近年の教員の大量退職により、経験年数が５年未満

の教員の割合が最も高くなったことから、校内における職員の経験年数のバランスが崩れ、これまで

のような先輩教員から若手教員への知識・技能の伝承が難しくなってきている状況があり、教員の資

質・能力を向上していくための研修の充実を図ることが求められた。その中でも、「教員は学校で育つ」

という視点から、学校において同僚の教員とともに支え合いながら学び合う OJTの充実を図ることが

示されている。さらに、中教審答申 2では、次期学習指導要領に求める授業改善の視点として「主体

的・対話的で深い学び」の視点を示し、この点を踏まえた研修を行うことも求めている。 

本市の「かわさき教育プラン」の第２期実施計画 3では「基本政策Ⅴ 施策３．教職員の資質向上」

の中で、学校全体の課題解決の力を高めるとともに、教職員一人一人が自己の資質・能力を高められ

るよう、人材育成等の取組を推進する必要性が示されている。さらに、平成 30年３月策定の「川崎市

教員育成指標」では、各学校において、自己の向上を図るための目標の設定や振り返り、校内の OJT

を進める際に活用することが示されている。そして、教員のライフステージ（以下「ステージ」とい

う。）を３つに区分し、それぞれのステージにおける教員の身に付けるべき資質・能力が、ステージⅠ

では主に「教員の土台となる資質能力を身に付ける」、ステージⅡでは主に「みんなをつなぎ自ら専門

性を高める」、ステージⅢでは主に「組織と人を育てる力を高める」とされた。 

また、本市の調査 4から、経験年数が 10年以下の教員が 49％を占めていることが明らかとなってお

り、本市においても教員一人一人の資質・能力を向上させていくために研修の充実を図ることは重要

な課題であるといえる。 

そこで、本研究会議では、教員が自ら目標を定め、自ら学び続けることや、教員の資質・能力、さ

らには学校の組織力の向上をめざし、OJT を活性化するための手立てについて研究することを目的と

した。 

 

２ OJTの活性化に向けた本市の取組 

（１）OJT の考え方 

川崎市総合教育センターカリキュラムセンター（以下「カリキュラムセンター」という。）は、教員

が育成指標に基づいた資質・能力を高めるための手立てとなるよう、「教師力を高めるガイドブック」

（以下「ガイドブック」という。）を発行した。そこでは、教員が育つ仕組みとして、「OJT（校内での

学び合い）」「Off-JT（校外研修）」「SD（自己研鑽）」の「３つを関連させ、意図的・計画的に学ぶ機会

を位置付けていくことが必要」であることを示しており、特に、「『教員は学校で育つ』という視点か

ら、OJTの活性化をめざしていくことが望まれる」としている。また、OJTについては「職場内におい

                             
1 文部科学省中央教育審議会「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について（答申）」

2015年 pp.2-22 
2 文部科学省中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領

等の改善及び必要な方策等について(答申)」2016年 pp.65-66 
3 川崎市教育委員会「第２次川崎市教育振興基本計画かわさき教育プラン第２期実施計画」2018 年 
4 川崎市教育委員会「教職員の勤務に関する実態と意識」2019 年 
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・ 教科を問わず、お互いに参観し、空いた時間に相談する。 

・ 改めて設定する時間だけではなく、放課後等の会話の中で

指導の方法について共通理解を図りたい。 

・ 普段の会話にとても大切なことが入っていると思うので、

職場内でも学年以外と気軽に話せる環境をつくりたい。 

て日常的な職務を通して、必要な知識や技能等を高めていく取組」としている。具体的には、OJT と

位置づけた研修の時間のみととらえるのではなく、日常的な会話なども含む様々な場面で行われるも

のであり、それを意図的・計画的に行うことで教員一人一人の資質・能力、さらには学校全体の組織

力を一層高めることができるものとしている。その他にも、ガイドブックには OJTが各学校の実態に

合わせて意図的・計画的に行われるよう、具体的な進め方を掲載している。 

 

（２）これまでの具体的な取組 

本市の「中堅教諭等資質向上研修」では、研修のねらいを「自身の成長とともに、若手の力を引き

上げ、学校全体を活性化させることをねらいとする」としている。そこでは、中堅教諭がメンターと

なり、若手の教員（メンティ）と OJT に取り組むことを研修内容に含めている。また、カリキュラム

センターでは「授業改善シート」を作成した。この授業改善シートは、授業の参観者が「主体的・対

話的で深い学び」の視点からの授業改善を意識してアドバイスを行ったり、授業者が授業を計画する

際に活用できたりするものとなっている。なお、このシートは、本市の校務支援システムに掲載され

ており、教員がいつでも取り出して活用できるようになっている。 

また、本市教育委員会による実践事例集（総則）5では、学校教育目標の実現に向け、育成をめざす

資質・能力を明らかにしながら教職員が PDCA サイクルを回すカリキュラム・マネジメントの重要性を

示している。そして、教育活動の質の向上に向けた教職員研修を図ることの必要性を、OJT の事例を

もとに示している。 

 

３ OJTの現状と課題 

本市の学校現場における OJTの現状と課題を把握するため、研究員所属校において次のような項目

でアンケート調査を行った。（中学校２校、小学校２校 教員 126名） 

（１）どのような OJT を行いたいか（自由記述） 

教員の OJTの場面意識と内容へのニーズを把

握するための設問である。自由記述（図１）を

分析したところ、全体の約 60％が「日常的な関

わりの中での OJT」を望んでいた。その中で、

OJT で扱いたい内容としては「授業」に関する記述が約 80％となり、他の内容と比較して高いことが

分かった。これについて、各校種や各ステージでの違いは見られなかった。以上のことから、教員は

学年会や打ち合わせ、日常的な会話といった日々の業務の中での学びに意義を感じており、日常的な

関わりの中で授業に関する OJTの活性化が求められていることが分かった。 

 

（２）OJT を行う際に課題と感じることは何か（自由記述） 

教員の OJTに対する課題意識を把握するための

設問である。自由記述（図２）を分析したところ、

全体の約 55％が「多忙化による OJTの機会の確保

の困難さ」を挙げており、教員の多くが多忙によ

り互いの考えを交わすような共通の時間を設けることができていないことが分かった。このことから、

                             
5 川崎市教育委員会『小・中学校『自主・自立』『共生・協働』をめざした教育課程編成のための資料

Ⅴ』2020年 pp.2-3 

・ 先輩教員に相談したいが、時間が取れず自分から相談に行

くことが難しい。 

・ 多忙で授業を見合ったり話し合ったりする場面が少ない。 

・ それぞれの業務があり、共通する時間をもちにくい。 

・ 互いに時間にゆとりがなければ難しい。 

図１「どのような OJTを行いたいか」（自由記述の抜粋） 

図２「OJTを行う際に課題と感じることは何か」（自由記述の抜粋） 



- 56 - 

 

42 

3 

59 

67 

68 

11 
7 

組織的・計画的

OJT担当者が明確

教員のニーズ

教員自身の課題意識

相談しやすい雰囲気

学校教育目標の共有

教員育成指標を意識すること

図３「OJTを効果的に行うために重視することは何か」 

OJTを効果的に行うために重視することは何か 

各項目の数値は 126 名の教員が最大３つまで選択した割合（％） 

例えばステージⅠの教員がステージⅡ・Ⅲの教員になかなか相談できず、悩みを抱えたままになって

いる現状や、逆にステージⅡ・Ⅲの教員が若手の教員の悩みや困っていることを聞きたいが、なかな

かできないという現状があることが推測できる。 

 

（３）OJT を効果的に行うために重視することは何か（選択） 

教員が OJTを効果的に行うために重視する

ことを把握するための設問である。回答結果

は、「相談しやすい雰囲気」「教員自身の課題

意識」「教員のニーズ」が高い割合を示した。

このことから、教員の多くが、OJT を効果的

に行うために個々の課題やニーズに合わせて

学び合うことや、互いに相談しやすい雰囲気

を重視することが必要だと考えていることが

分かった。 

一方で「学校教育目標の共有」が全体の 11％、「教員育成指標を意識すること」が７％という結果

となり、あまり重視されておらず優先順位が高くない現状があることが分かった（図３）。この現状は、

学校としての方向性の共通理解と OJT の場面意識、役割意識の不足につながると考えた。つまり「学

校として児童生徒にどのような力を身に付けるのか。そのために同僚といつ、どのように学び合って

いくのか。」が意識されておらず、OJT が単発的な課題解決に留まり、意図的・計画的には行われて

いないのではないかと考えた。そして、OJT の効果が学校や学年としての組織的な目標に向けた、教

員の資質・能力の向上、さらには学校全体の教育活動の改善には結びついていないのではないかと考

えた。 

以上のことから、本研究会議では、「学校教育目標の共有」と「川崎市教員育成指標を意識するこ

と」が重視されていない現状が、教員が学び続けるための意図的・計画的な OJTになっていないとい

う課題につながる要因の一つであると考えた。 

 

４ 主題設定 

（１）本研究でめざす姿 

本研究会議では、教員の業務の大部分が「授業」を軸とした児童生徒への指導であることから、対

象とする OJTの内容と場面として、本市の取組、及び教員へのアンケート結果を踏まえ、メンターと

メンティによる「授業の改善に向けた日常的な関わり」に焦点を当てることとした。「授業」に焦点を

当てることは、学習指導要領総則編に「カリキュラム・マネジメントは、学校教育に関わる様々な取

組を、教育課程を中心に据えながら組織的・かつ計画的に実施し、教育活動の質の向上につなげてい

くこと 6」と示されていることからも意義あるものだと考えた。ここでのメンターとはステージⅡ以

降の教員を指し、本研究では研究員が務めることとした。そして、メンティは同学年を担当するステ

ージⅠの教員とした。 

そして、カリキュラムセンター発行の「新学習指導要領に基づく授業改善の手立て」（以下、「冊子」

という。）では、授業改善に向けた学び合いにおいて教員に必要な姿勢について「授業技術を身に付け

ることのみが目的ではなく、時代の変化をとらえ、地域や学校、子どもたちの実態に応じて常に『授

                             
6 文部科学省『小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 総則編』2017年 p.39 
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図４ 授業改善のイメージ図（冊子から抜粋） 

業を改善し続ける』姿勢」と示している 7。このことから、本研究会議では、「学び続ける教員」に大

切なものは、社会の変化に対し、児童生徒に必要な資質・能力を常に見直し、自ら教育活動を改善す

る姿勢であると考え、めざす姿を「授業を改善し続ける姿勢」とした。 

 

（２）研究の仮説 

本研究会議では、一人一人の教員が抱く課題は目の前の児童生徒の状況や授業の様相によって常に

変化するものであり、その課題を教員同士が自分のステージに応じた役割を意識しながら日常的に関

わり、解決を図ることが、「授業を改善し続ける姿勢」の育成につながるのではないかと考えた。脇本・

町支（2015）は、「若手教員においては、子ども集団に対峙しており、日々の授業の中に困難があり、

『乗り越えることで成長につながった困難』も、そういった日々の実践の中にあるといえる。そのよ

うな困難に対峙するうえで支えになったのは、身近にい

て相談しやすい先輩の存在であった。8」と述べている。

そして、「冊子」では「授業を改善し続ける姿勢」を育成

するために「自分が求める授業像」を明らかにし、教員

同士がアドバイスをする側と受ける側の信頼関係のもと、

共に学び合い、日々の授業改善に向けた PDCAサイクルを

回していくことが重要であるとしている（図４）。これら

のことと、Ⅰ－３－（３）で述べた課題を踏まえ、学校

現場では「求める授業像」と「その実現に向けてどのよ

うに学び合うか」が不明確なまま OJT が行われているの

ではないかと考えた。そこで、教員が学校教育目標と川崎市教員育成指標をもとに「『求める授業像』

とその実現に向けた取組」を明確にし、自分のステージに応じた役割を意識して日常的に関わること

により、OJTが活性化されると考えた。そして、OJTの活性化により、教員一人一人の自ら授業を改善

する姿勢の育成を図ることができると考えた。 

ここまでのことから、本研究会議では、教員一人一人が「求める授業像」を明確にもち、教員が自

らのステージに応じて役割を意識しながら日常的に関わり合うことで、OJT が活性化され、教員一人

一人の「授業を改善し続ける姿勢」を育成することができるのではないかと仮説を立てた。 

以上のことから、研究主題、副主題を以下のように設定した。 

 

教員の授業を改善し続ける姿勢を育成することは、日々の授業を通して、重点目標に掲げる資質・

能力を児童生徒に育成すること、さらには学校教育目標の実現を図ることにつながる。学校教育目標

や重点目標は、児童生徒や地域の実態を踏まえ、不断に見直されるものであることから、児童生徒が

これからの社会を生き抜き、社会の創り手となる資質・能力の育成を図ることにつながる。よって、

本研究会議のテーマは川崎市総合教育センターの実践研究テーマである「自己実現を図り、持続可能

な社会を創る資質・能力の育成」に資するものであると考える。 

                             
7 川崎市総合教育センターカリキュラムセンター『新学習指導要領に基づく授業改善の手立て』 2018

年 p.20 
8 脇本健弘・町支大祐『教師の学びを科学する』 2015年 北大路書房 p.102 

授業を改善し続ける姿勢を育成する OJTの研究 

～「求める授業像」を明確にした日常的な関わりを通して～ 
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Ⅱ 研究の内容 

１ 教員の学びのサイクルの考え方 

授業改善の PDCA サイクルを、教員が自ら意識して循環させるにはどのようなことが必要なのだろう

か。神奈川県立総合教育センター作成のハンドブック 9では、カリキュラム・マネジメントを充実さ

せるには、PDCA サイクルに学校の現状と課題の把握を意味する「Research」を加えた R-PDCAサイク

ルの確立をすることが重要であり、これは授業の改善にも通じるものであると示されている。また、

脇本・町支（2015）は、教員が、今後自分がどうなっていきたいのかという「キャリア意識」をもっ

ていることが、教員のより質の高い学びの循環を生むための重要な要素であることを明らかにした 10。

この２つのことから、PDCA のみを意識する

のではなく、Researchを取り入れ、学校の

現状を把握するとともに、教員としての自

分自身の現状を把握し、目標や見通しを立

てることが、教員が自ら学び、PDCAサイク

ルの好循環を生むことに効果的であると考

えた。そこで、本研究会議では、R-PDCA サ

イクルの考え方を基盤に、OJTの活性化の

手立てを講じることとした（図５）。 

 

２ OJTの活性化に向けた手立て 

（１）学びの見通しを立てる「授業力自己診断シート」の作成・活用 

本研究会議では、Research を効果的に行うことで、教員同士の日常的な関わりに必然性が生まれ、

PDCAサイクルの好循環につながると考えた。また、Researchの場面では、仮説を踏まえ「『求める授

業像』とその実現に向けた取組」を明確にし、共有することが必要であると考えた。そこで、Research

の手立てとして「授業力自己診断シート」（図６）を作成することとした。そして、本研究会議では「『求

める授業像』とその実現に向けた取組」を明確にすることを「学びの見通しを立てること」とした。 

①「求める授業像」の項目について 

本研究会議では、「求める授業像」を「授業を通して児童生徒に身に付けたい力」と「授業に対する

大切にしていきたい考え方や改善点」を踏まえて考えるものとした。それは、「児童生徒に身に付けた

い力」という学校や学年といった一つの組織における方向性の中で、教員が自分の現状を把握し、自

分の「よさ」や「個性」をどのように生かしていくかという視点や何を改善していくかという視点を

含むことが、教員が自ら学びを進め、自身の資質・能力を向上させていくことに有効なのではないか

と考えたからである。澤井（2019）は、授業改善を図ることについて著書の中で 11、次のように述べ

ている。「自分の『教師としてのよさ（個性）』を知る(自覚する)必要がある」「全教職員として『授業

を見つめる目』の重要性を共有しながらも、改善の方途やスタイルは、教師の個性に応じて幅をもた

せ、柔軟に行うことです。＜中略＞そうすれば、教師としてのあなたのユニークな個性が、子供にと

って独善的ではなく独創的な授業づくりに生かされるでしょう。」このことから、組織における方向性

                             
9 神奈川県立総合教育センター『カリキュラム・マネジメントで改善・充実の好循環へ』 2017 年 p.5 
10 脇本健弘・町支大祐『教師の学びを科学する』 2015年 北大路書房 pp.53-56 
11 澤井陽介『教師の学び方』2019 年 東洋館出版 pp.66-74 

図５ 教員の学びの R-PDCAサイクルと手立て 
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に沿いながらも、教員が自分の現状を把握し、自分自身の授業における改善点を明確にすることは、

一人一人の教員が授業を改善し続けるために必要な視点であると考えることができる。 

以上のことから、教員が「児童生徒に

身に付けたい力」だけでなく「授業に対

する大切にしていきたい考え方や改善点」

を踏まえて「求める授業像」を考えるこ

とは授業を通して自己を成長させていく

ことにつながると考え、この点について

も記入できるようにした。 

②川崎市教員育成指標の確認について 

「求める授業像」の実現に向けた取組

について、校内での取組（OJT）とその他

の取組（Off-JTと SD）を記入できるよう

にした。そして、OJT の取組を考える際

に、自らのステージをもとに校内におけ

る役割を意識できるようにするため「川

崎市教員育成指標」を「授業力自己診断

シート」の裏面に掲載し、常に確認しな

がら記入できるようにした。これにより、

例えば、メンティの立場となるステージ

Ⅰであれば「先輩に自分から相談をしに

行く」、メンターの立場となるステージⅡ

であれば「後輩と授業の振り返りをする」

というように、ステージごとに求められ

る資質・能力に合った同僚との学び合い

をしやすくなると考えた。 

③「授業力自己診断シート」の活用について 

 「授業力自己診断シート」を実際の OJTの場面でより効果的に活用できるようにするには、「児童生

徒に身に付けたい力」を教員同士で学校教育目標とのつながりを確認しながら話し合うこと、各々が

考えた学びの見通しを学校や学年で共有することが大切である。そのため、シートの活用は個人では

なく、学校や学年の教員集団で取り組むこととした。 

実際の授業では、「求める授業像」は単元や題材のまとまりを通してめざすものと考える。求める授

業像と学習指導要領に示された指導内容をもとに、単元や題材の構想を立て、本時のねらいと評価規

準を定めていくこととする。 

 

（２）各学校の既存の取組を生かしたシステムの整理 

本研究会議は、教員同士が日常的に相談しやすい雰囲気を生むには、各学校の既存の取組を生かし

ながらシステムを整理することが有効であると考えた。ここでいうシステムの整理とは、いつ、だれ

と、どのような場面で OJT を行うかを明確にすることである。脇本・町支（2015）は、教員同士の日

常的な関わりをシステムとして整えることを「学校内における教師のインフォーマルな関係をフォー

図６ 授業力自己診断シート（研究会議作成） 



- 60 - 

 

マルな制度により支援しているのである」そして、最初は枠組みを意識していても、「日頃から教師同

士の様々なやりとりや実践がつくられるようになる」と述べている 12。これまでのような先輩から後

輩が学ぶといった関係を築くことが難しくなっている今日では、定期的に OJTを行う機会を設け、シ

ステム化することは必要な手立てであると考えた。 

また、日々の業務に OJTの時間を加えることは負担感となり、学びの意欲や必要感を削いでしまう

のではないかと考え、各学校の既存の取組を生かしてシステムを整理することとした。 

 

（３）メンティの自己の成長と改善点への気付きを促すメンターの関わり 

本研究会議は、R-PDCAサイクルの Checkの場面で、メンターが関わることは、メンティが自ら授業

を振り返り、自らの成長や今後の改善点に気付くことに有効なのではないかと考えた。日々の授業で

は、児童生徒の様々な学びの姿があり、授業者の視点からだけでは気付かない姿が多く存在している。

そこにメンターの視点が加わることで、メンティはより客観的に自分の授業を振り返り、改善点を明

確にしたり、自分の取組に自信を深めたりすることができるのではないだろうか。その際、メンター

がメンティへ指導技術を教えるだけでなく、メンティの「求める授業像」に寄り添い、実際の児童生

徒の姿をもとにメンティの取組の価値や改善点、よりよい授業について考え合う姿勢が重要だと考え

た。脇本・町支（2015）は意図的にメンティが自分の言葉で話すことでメンティの問題解決につなが

ることを述べている 13。また、澤井（2019）は、「授業改善の視点を見いだせれば、教師は自然と自分

なりの授業改善に取り組み始めます 14」と述べている。このことから、メンターがメンティの言葉を

引き出すこと、授業づくりの考え方について振り返ることを意図して関わることはメンティが自ら授

業を改善する姿勢の育成に効果をもたらすことが考えられる。また、メンターがメンティを支援する

メンタリングにはメンティの「心理的・社会的な支援をする側面がある」とされている 15。このこと

からメンティの自信や意欲を高めるなど心理的な効果も期待できる。「冊子」には、メンターの授業ア

ドバイスの視点を具体的に挙げている 16。本研究会議では、その視点を参考に、メンターの関わりを

次のように整理した。 

 

 

 

３ 検証の視点 

本研究では、OJT の検証期間を設け、メンティの姿の変容を考察することで３つの手立てが「授業

を改善し続ける姿勢」を育成することに効果的であったかを検証する。視点は、授業の振り返りの場

面でのメンティの「自己の成長に気付く姿」と「新たな改善点に気付く姿」とした。これらの姿が、

OJT の中で「メンターの関わり」によって現れたかどうかを発話や表情から読み取り、OJT後にインタ

ビューで確かめる。また、「授業力自己診断シート」と「各校の既存の取組を生かしたシステム」につ

いては検証期間後にインタビューとアンケートを通して、その有効性を考察する。 

 

                             
12 脇本健弘・町支大祐『教師の学びを科学する』 2015年 北大路書房 p.192 
13 脇本健弘・町支大祐『教師の学びを科学する』 2015年 北大路書房 p.156 
14 澤井陽介『教師の学び方』2019 年 東洋館出版 pp.66-74 
15 國分康孝『現代カウンセリング事典』 2002年 金子書房 p.301 
16 川崎市総合教育センターカリキュラムセンター『新学習指導要領に基づく授業改善の手立て』 2018

年 p.21 

＜メンターの関わりで意識すること＞ 

① 信頼関係をベースにした雰囲気づくり 

② 「求める授業像」の実現に向け対話的に話す 

③ 授業者自身が考えた次への改善策を価値付ける 
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４ 検証の実際 

（１）A中学校での検証 

メンター：A教諭（英語科・ステージⅢ・研究員） メンティ：B教諭（英語科・ステージⅠ） 

  参加者：C教諭（社会科・ステージⅠ） 

①授業力自己診断シートの活用 

後期初めの学年会で「授業力自己診断シート」の活用の場面

を設けた。記入にあたり、学校全体で生徒に身に付けたい力に

ついて話し合った。メンティは「英語科を通して、生徒が『自

分が知りたいことを得るにはどのような質問をしたらよいか』

『自分の考えを分かりやすく伝えるためにはどのようにしたら

よいか』を考える力をつけたい。そのために、生徒同士で話し

合いをして、教え合っていく授業をしたい。」と話し、自分の求

める授業像と改善の方向性を明確にする様子が見られた（図７）。 

②学校の既存の取組を生かしたシステムの整理【他教科の視点を生かした相互授業参観】 

A 中学校はこれまで組織的に校内研究に取り組んできていた。その取組の一つである相互授業参観

を OJTとして位置付けた。そして、授業相互参観の取組を日々の授業の改善と生徒理解につなげるた

め、同学年、異教科の教員でグループを構成した。さらに、校内巡回や教室への移動の際に気軽に授

業を見合える雰囲気をつくるため、職員室の出入り口に授業相互参観の予定を掲示した。 

③メンターの関わり 

ア 10月 29日の英語の授業の振り返り 

本時のねらいは「写真などを使

って人を紹介する表現に留意して、

本文の内容を理解する」ことであ

った。メンティは「求める授業像」

に基づき、「生徒が英語を正しく理

解し、積極的に聞いたり、発言し

たりする姿」をめざした。そこで、

生徒に協力して学習に取り組む力

をつけたいと考え、グループ活動

で考えを伝え合う場面を取り入れ

た。 

実際の授業では、グループ活動

の場面で生徒が考えを交わし合えるようメンティが積極的に関わる様子が見られた。この様子から、 

メンターはメンティが意識したグループ活動の場面を中心に授業を振り返ることとした。 

授業の振り返りでは、メンティの「新たな改善点に気付く姿」が見られた（表１）。まずメンター

が、本時でめざした生徒の姿と授業をした感想を聞くと、メンティは、生徒が活発に意見を交わし合

う姿をめざしグループ活動を取り入れたが、うまく成立しなかったことを課題に挙げた。メンターは、

メンティが感じた課題に寄り添い、メンター自身の実践を例に挙げ、グループ活動の前に個人で考え

る時間を設けたことを伝えた。また、他教科からの意見を引き出すため、C 教諭に考えを聞いた。C

教諭は、グループ活動は個の考えを深めるために行うので、その点からも生徒が自分の考えをもてる

立場 発話 発話カテゴリー

メンター 先生がねらう子どもの姿はどんなイメージをもって授業をしましたか？ 質問

メンティ

先生紹介の活動で英語が苦手な子でも得意な子でも、どんどん意見を言

い合って、人を紹介するときにどういう情報を入れたらいいのかを、みんな

で話し合ってほしいなというのが一番の求める姿です。

自分の考えの発信

メンター 先生から見てどういう姿に見えましたか？ 質問

メンティ

生徒が「全部書くんですか？」と聞いてきたので「書こうと思ってるよ」と

言ったら、一気に書き始めてしまって。「ちょっと待って。友達と話して『どう

いう順番で言ったらいいか』と伝えたのですが、生徒がそれぞれ考えるこ

とを優先してしまって、どうしようかなと思いました。

自分の悩みの開示

メンター

私は、まず個人で書くかな。その後に３～４人グループで共有をします。

そうすると同じ考えや違う考えに気付き合うかもしれない。それを踏まえ

て、自分たちで構成を考えられるように進めるかな。

自分の実践を紹介

メンティ うんうん

メンター C先生から見て、社会科の視点から感じたことはありますか？
他教科の意見を引き

出す

参加者

自分もグループ活動では最初に自分の意見をもてるようにして、その後

に共有した方が個の深まりがあると思います。自分の意見をもった状態で

共有すると「ああそういう意見もあるんだ」という気付きを引き出せると思

います。自分が意見をもってないまま共有すると、他人事のような感じに

なってしまう。個の意見を大事にしてあげたいなと思いました。つぶやいて

いた生徒がいたので書いてから共有すると話し合えると思いました。

教科を越える意見

図７ メンティ B教諭の「求める授業像」 

表１ OJTの発話（一部抜粋） 
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ようにすることは大切だと思う、という考えをメンティに伝えた。  

こうしたやり取りを通し「求める授業像」の実現に向け、どのように学習計画を立てる必要があっ

たのかという視点から、グループ活動は生徒一人一人の考えを深めるために行うという学習活動の目

的が確認された。これにより、メンティはグループ活動の仕方ではなく、「求める授業像」の実現に向

け、一つ一つの学習活動の目的を明確にして授業の流れを組み立てるという考え方を理解し、生徒一

人一人が自分の考えをもてるように手立てを講

じるという新たな改善点に気付いていた（図８）。 

 

イ 11月 18日の授業の振り返り 

本時のねらいは「本単元で身に

付ける技能や理解する内容を知り、

人称代名詞（主格）について理解

する」ことであった。 

メンティは「求める授業像」を、

単元を通して実現するために、単

元の導入である本時において、生

徒が単元の見通しをもてるよう動

機付けを意識して取り組んだ。ま

た、メンティはメンターに授業中の生徒との関わり方について相談をしていた。メンターは生徒との

関わりは授業の改善に深く関係するものであると考え、メンティと生徒との会話のやり取りに注目し、

授業を参観した。授業の様子から、メンターは、教師が生徒のつぶやきや反応を受けとめ、価値付け

ていくことが、生徒との関わり方、さらには授業の改善にもつながっていくのではないかと考えた。

そこで、授業の振り返りの場面では、授業中における生徒のつぶやきや反応への教師の価値付けを振

り返りの視点とすることにした。 

授業の振り返りの場面では、メンティの「新たな改善点に気付く姿」が見られた（表２）。メンテ

ィは授業を進める上で生徒との関わり方に困難さを感じていて、それによって授業を進めにくい時が

あると話した。これに対し、メンターは「その時の生徒の様子はどうでしたか？」と生徒の姿を想起

できるようにしたり「社会科の時の様子はどうですか？」と他教科からの助言を引き出したりした。

そこでは、生徒の発言を教師が共感的に受けとめ、考えを掘り下げるように問い返しをすることで、

生徒の学習意欲を引き出し、よりねらいに迫っていけるのではないかと話し合われた。それにより、

メンティは、教師の一方的な指示だけでなく、生徒の考えに寄り添いながら関わり、考えを引き出す

ことが大切であると分かり、今後は生徒の実態に寄り添い、授業を進めていくという新たな改善点に

気付いていた（図９）。 

振り返りの最後には、メンターが「自分も（参加者

の）C 先生の授業から勉強になることがあるので、見

に行くといいよ」と言葉をかけ、互いに授業を見合う

ことのよさを分かち合い、今後の学びにつなげていた。 

④考察 

ア メンティの姿について 

メンティの姿と表３をもとに考察する。「授業力自己診断シート」の活用は、メンティが英語科を通

「生徒との接し方について、これまでは周りの子の学習の環境を

守るために、すぐに注意をし、意見を言う子にはほめることをし

てきました。そうではなく、少しでも合っていることをほめるこ

との大切さを学びました。本などでは読んだことはあったが、実

際に同じクラスで授業をしている先生から教えてもらえて、勉強

になりました。「かすっているところを見つける」ということが

すごいなと思いました。英語でもやっていきたいです。」 

図９ メンティ B教諭のインタビュー（一部抜粋） 

立場 発話 発話カテゴリー

メンティ
授業の前は「英語の準備をしよう」と環境づくりを促したり、授業中では生

徒が活動に気持ちが向くように言葉をかけています。
自分の考えの発信

メンター うんうん。C先生は社会科の時にはどのようにしていますか？ 質問

参加者

生徒の発言を耳を立てて聞いているつもりです。ちょっとでもねらいにか

すれば、それを掘り下げようと「それってどういうこと？」「もうちょっと言っ

てごらん」と関わることで生徒がそれについて考え始める。生徒がポンと

言ったことに対して、ねらいにかすっていないかを探してあげたら生徒が

「ああこういうところは受けとめてくれるんだな」という気持ちになって、発

言が授業の内容に近いことが増えてくるんじゃないかなと思っています。

教科を越える意見

メンター

C先生が言って下さったみたいに、ほめるところを見つけていくことで、生

徒のモチベーションが上がり、その生徒の発言を生かすことにもつながる

のかもしれない。学級全体の学習環境を守ることにもつながると思う。も

ちろん毎回は難しいと思うんだけど、そういう目線をもつことで生徒との関

わりが変わって、悩み事が少しずつ改善していくのかもしれないね。

子どもへの関わりに

ついてアドバイス

メンティ 難しいですけど。ちょっと挑戦してみます。
授業改善の新たな気

付き

表２ OJTの発話（一部抜粋） 

「ねらいを生徒と共有できるように、ねらいを提示するようにします。友

達と考えを交流する時には、まず生徒一人一人が自分の考えをもてるよう

にします。そのためにプリントなどに書けるようにしたいと思いました。

そうすることで、発言をしていない生徒の考えも見取れると思いました。」 

図８ メンティ B教諭のインタビュー（一部抜粋） 
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して生徒にどのような力

を身に付けたいのか、そ

のためにどのように授業

を改善する必要があるの

かを言語化することで、

メンティがそれを自覚し

た様子から、学びの見通

しを立てることに効果的

であったと判断すること

ができる。「各学校の既存

の取組を生かしたシステム」は、メンティの相談しやすい雰囲気を生むことに効果的であった。これ

は、アンケートの中で自ら相談をしに行くようになったという記述があり、日常的に相談をし合う雰

囲気がより高まっている様子が見られたことから判断した。「メンターの関わり」は、メンティの自己

の成長や改善点に気付きを促し、メンティが学びを深めていくことに効果的であった。これは、メン

ターの助言を受け、自分の考えを改めて振り返り、新しい気付きを得て、改善を図ろうとする様子か

ら判断することができる。特に、メンターが振り返りの場面で、メンティの求める授業像に丁寧に立

ち返ったり、他教科からの助言を引き出したりしたこと、そして実際の生徒の学びの姿を具体的に取

り上げながら振り返ったことでメンティの気付きを深めることにつながった。 

全体を振り返ると、それぞれの手立ての効果が作用し合うことで、メンティは、初めは授業の基本

的な技術を課題としていたが、より生徒の実態を踏まえた改善策を考えられるようになり、実践をす

る姿が見られるようになった。そして、メンティが自ら「求める授業像」に基づいて日々の授業の改

善に励んだり、授業以外での生徒との関わりにおいても実践したりしている姿が見られた。 

イ メンターの気付き 

メンターの役割を自覚し、メンティの考えを尊重して関わることで、メンターが授業で大切にした

い考え方を再確認し、自身の授業を改善しようとする姿勢へつながっていた（図 10）。また、協働的

に学び合っていくため、メンターとしての姿勢を見直す様子が見られた。さらに「メンティが様々な

ことを周りの先生に相談するようになった」と話しており、メンターがメンティの自ら学ぶ姿勢の高

まりに気付く様子も見られた。日常的

な関わりの中で、メンターがメンティ

と他の教員をつなぐように働きかけて

きたことが、メンティの自ら学ぶ力の

高まりにつながった。 

 

（２）B中学校での検証 

メンター：D教諭（学年主任・音楽科・ステージⅡ・研究員） 

 メンティ：E教諭（２年生担任初めて・英語科・ステージⅠ） 

  参加者：F教諭（今年度から B中学校へ赴任・理科・ステージⅡ） 

①授業力自己診断シートの活用 

後期初めの職員会議で「授業力自己診断シート」の活用の場面を設けた。生徒に身に付けたい力に

ついての話し合いでは、どの教科でも「主体性」を育んでいくことが共有された。メンティは「意欲

表３ メンティ B教諭のインタビューの発話とアンケートの記述（一部抜粋） 

図 10 メンターA教諭のインタビュー（一部抜粋） 

① 授業力自己診断
シートについて

実際には結構詰まった。それは、考えていることが何となくぼやけていたからだと思った。
しっかり考えて明確になってよかった。

② システムに
ついて

すごくプラスになっている。Ｃ先生の取組を聞けて勉強になったし、メンターのA先生との
お話でいろいろ学ばせて頂いた。

③
メンターの関わ
りについて

（メンターの）A先生はいつも見てくださっている。相談することで、私はこうしたよとい
う形で具体的に示してくださる。自分の考えと全く違うことがある。なぜ違うのかを考え、
その気付きから自分の授業を考え直すことができている。
求める授業像を意識して授業設計することができるようになった。今までは見通しを立てず
に考えていたが、ゴールを先に設けてそのためにどうするかという思考で単元の計画を立て
られるようになった。授業の準備の時間は、いつもより減っている。
（授業では）生徒がまず自分の考えをもつことができるように、個人で考える時間を設定す
るようにしている。総合の授業で、一見、ねらいと違うことを答える生徒がいたが、考えを
深めてもらうためにさらに質問することができた。部活や、授業以外の場面で生徒を積極的
に褒めるように心がけている。生徒の実態に寄り添って指導することも心掛けている。
自分が悩んでいることを周りの先生方に相談し、少しでも気になることがあれば情報共有を
するようにしている。

全体を振り返って

「B先生の授業への思い、英語科への思いを知った時に初心を思い出させてくれまし
た。『みんなで励まし合って学んでほしい』という生徒に身に付けたい力や学び方
は自分も同じように思っています。根底の思いは一緒かなと思えるのはうれしいで
すし、それに適う授業をしたいと思います。」
「OJTをすると本人の気付きを促すことを意識します。教科の内容を直接伝えること
が先になってしまいそうになるが、メンターとしての手立てを与えられたことで、
言葉選びから気を付けるようになりました。」
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立場 発話 発話カテゴリー

メンター
一つ目の項目はどうでした？道徳的価値に対して問題意識をもてるよう

にするというところ。自分としては。
質問

メンティ 一つ目の項目は自分としてはできていないですね。 自分の悩みの開示

メンター

う～ん。導入で聞いたところと、本文の内容に入るところが切れてしまった

んだよね。F先生の授業では「今日はそんな役割の話だからね」と言っ

て、内容に入っていったの。（メンティの）E先生は「それじゃあ６０ページ開

いて」と言って始めた。なんで「三度目の号泣」に入ったのかが子どもたち

にねらいが伝わっていなかったのかな。

よりよい手立てをアド

バイス

メンティ ああそういうことか。
授業改善の新たな気

付き

メンター
つながりが無かったところがもったいなかったかもね。二つ目の項目の、

教材を通して道徳的価値を深められるように発問は工夫できた？
質問

メンティ 工夫、多少は。 課題改善の手応え

メンター
したよね。言う順番を変えてみたり、「お昼ご飯のところだよ」というところ

も。だから（生徒が）ぶれないで答えていたよね。

授業者の取組への

価値付け・共有

メンティ そうですね。 課題改善の手応え

「次もねらいの実現を意識し、導入と終末がつながるように学習

活動や発問を考えていきたいと思いました。」 

図 12 メンティ E教諭のインタビュー（一部抜粋） 

的に授業に取り組んでほしい」と考え、求める授業像を記入した（図 11）。 

②学校の既存の取組を生かしたシステム【道徳科の事前検討・ 

事後の振り返り】 

B 中学校は道徳科の事前検討と事後の振り返りを継続して行

っている。具体的には、週初めに学年全体で道徳科の授業の事

前検討をし、学年内で組んだペアで授業を見合い、事後検討を

するものである。本研究会議では、道徳科という全教員が共通

して行う教科で OJTを行うことで、取組や改善策をより具体的

に共有することができると考え、道徳科の事前検討・事後の振

り返りを OJTとして位置付けた。また、共通の視点で授業計画を立て、振り返られるようにするため、

カリキュラムセンター作成の「授業改善シート」を活用することとした。 

③メンターの関わり 

ア 10月 23日 道徳科「三度目の号泣」（よりよい学校生活、集団生活の充実）の授業の振り返り 

本時のねらいは「集団における

自己の役割と責任を自覚し、集団

生活の向上に努めようとする態度

を養う」ことであった。メンティ

は「求める授業像」を意識し、ね

らいに迫る展開となるよう努めた。 

メンターは事前検討会で、メン

ティの考えを聞き、視点を共有し

た上で授業を参観した。メンター

は授業の様子から、メンティが「求

める授業像」を意識しながら、ねらいを意識して発問や、話し合いの流れを板書で整理するという工

夫を取り入れて授業を進めていると感じた。そこで、授業改善シートの項目に沿いながら、特に発問

と板書の工夫を中心にメンティと授業を振り返ることとした。 

放課後、10 分間の時間を設け、事後の振り返りを行った。そこでは、メンティの「新たな改善点に

気付く姿」が見られた（表４）。初めにメンティは、授業改善シートの項目に沿って授業を振り返り、

「板書は授業の流れが分かるように行うことができた」と自身の改善の手応えを話した。また、「終末

の場面では、自分がねらっていた姿とは少しずれてしまった」と課題を話した。メンターは、メンテ

ィの感じた手応えや課題に寄り添い、板書の整理を意識していたことを認める言葉をかけた。そして、

表４のように終末の場面でめざした姿が見られなかったことについて、F 教諭とメンティの２クラス

の様子の違いを踏まえ、導入で生徒が本時のねらいを理解できないままに授業が進められてしまった

ことが原因だったのではないかと伝えた。それにより、メンティは、初めは終末の場面のみを課題に

挙げていたが、授業の導入場面で生徒とねらいを共有することで学習活動がつながっていくことを理

解し、今後はねらいを生徒が理解できるように導入を

行うという新たな改善点に気付いた（図 12）。 

イ 11月 13日 道徳科「キャッチボール」（道法精神、公徳心）の授業の振り返り 

本時のねらいは「法やきまりの意義を理解し、それらを進んで守るとともに、社会の中で守るべき

正しい道としての公徳の心を大切にしようとする判断力を育てる」であった。メンティは前回の振り

図 11メンティ E教諭の道徳科の「求める授業像」 

表４ OJTの発話（一部抜粋） 
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「新しい改善点としては、最後の発問について、終わりまでしっかりと

行うということです。板書も子どもたちが一目で登場人物や授業の流れ

が分かり、授業の振り返りができるように改善していきたいです。子ど

もの発言に対して教師のフィードバックする力をつけていき、子どもの

発言をもっと拾えるようになりたいです。」 

図 13 メンティ E教諭のインタビュー（一部抜粋） 

返りで気付いた改善点を意識し、

生徒がねらいを理解できるように

導入の発問を工夫した。また、事

前検討により、生徒の理解をより

深めるためにロールプレイングの

活動を取り入れることとなったた

め、その場面での生徒の気付きを

生かして授業を展開したいと考え

授業に臨んだ。 

メンターは、メンティが導入場

面での発問の工夫により、生徒が

ねらいを理解できていることを感じた。授業の振り返りでは、メンティの取組を価値付けるとともに、

ロールプレイングを取り入れたことの効果について振り返ることとした。 

振り返りでは、メンティの「自らの成長に気付く姿」が見られた（表５）。メンティは、授業改善

シートの項目に沿って振り返りながら、発問を工夫することで生徒がねらいを理解した上で学習を進

める姿が見られたことを改善の手応えとして話す姿が見られた。これについて、メンターは、発問が

明確だったことで、生徒がじっくりと考えることができていた様子を挙げ、改善の価値を具体的に伝

えた。ロールプレイングの場面については、メンティが生徒の気付きを教師が受けとめ、丁寧に気持

ちを聞いていくことで生徒の気付きがより深まり、クラス全体の考えの深まりにつながっていたこと

を伝えた。そして、さらなる改善点として、生徒が登場人物の視点に立ち返られるような発問を教師

がすることで、生徒の多面的・多角的な見方をより促すことができたのではないかという考えを伝え

た。このようなやり取りにより、メンティは発問の工夫が求める授業像の実現に迫るものであると自

覚し、「自らの成長に気付く姿」につながった。さらに、「今後は生徒の発言や気付きに対して教師

が関わることでよりねらいに迫れるようにして

いきたい」とインタビュー時に答えており改善

へつなげる様子が見られた（図 13）。 

④考察 

ア メンティの姿について 

メンティの姿と表６をもとに考察する。「授業力自己診断シート」の活用については、メンティが自

分の考えやめざしたいことを自覚し、教員としてどのように学んでいくかを明確にしている様子から、

学びの見通しを立てることに効果的であったと判断することができる。特に、教員間で共有の場を設

けたことで、メンティが自分の考えをより明確にし、意欲を高めることにつながった。 

「各学校の既存の取組を生かしたシステム」は、メンティの相談しやすい雰囲気を生むことに効果

的であった。これは、OJT をすることで同じ視点をもつことができ、安心して授業に臨むことができ

ている様子と、ペア以外のクラスの授業を自ら見に行き、実践に移し、コミュニケーションを図ると

いった意欲的な姿勢につながっていたことから判断することができる。特に、道徳科の事前検討と事

後の振り返りを毎週継続したことは、メンティが課題を一つずつ改善していくための支えとなった。 

「メンターの関わり」はメンティの自己の成長や改善点に気付きを促し、メンティが学びを深めて

いくことに効果的であった。これは、メンティが授業改善シートの項目をもとに振り返り、さらによ

りよくできるのではないだろうかと改善を図る姿と、インタビューにあるように、メンターの関わり

表５ OJTの発話（一部抜粋） 

立場 発話 発話カテゴリー

メンター いかがでしたか？ 質問

メンティ
導入で「ルールや決まりについて考える」というねらいを伝えることで、
生徒が「ルールが…」というようにねらいに沿った内容を発言していた
のでよかったと思いました。

課題改善の手応え

メンティ

登場人物の「おばさん」と「昭夫」についての意見を分けて板書したこ
とで、どちらかの立場に立った意見が出ました。生徒に本当の気持ち
を表現してほしいと考えていたので、その次のロールプレイにうまくつ
なげられたかなと思いました。

課題改善の手応え

メンター

うんうん。今日、発問がすごくスムーズだなあと思ったよ。先生が矢継
ぎ早に次から次へと話しかけてしまうと書く時間が保障できないことに
なってしまったりするけど、発問がスムーズだったことで、生徒がじっく
りと考えることにつながっていたよ。

授業者の取組への
価値付け・共有

メンター

（メンティと参加者の）二人の授業を見て気が付いたんだけど、昭夫目
線での危険なこと、おばさん目線での危険なこと、昭夫の言い分、お
ばさんの言い分が出るように発問をすることで、より多面的・多角的に
考えることができるのかなと思ったんだ。

更なる改善への気
付き

メンティ ああ。
授業改善の新たな
気付き

中略
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①
授業力自己診断
シートについて

他の教科の先生と同じ考えが多く、課題に対する方向性が見えやすくなった。改めて自分の
考えやめざしたい姿が見えた。求める授業像を他の先生と共有して、授業を見てもらい、常
に改善をしたいと思った。

②
システムに
ついて

事前検討を学年全体で行うことで、共通認識をもつことができ、授業をする上での安心感に
つながりました。また、他の先生方の授業を見させて頂き、隣のクラスの板書を見てそのこ
とについて話をしたり、情報を共有できるので一人で悩まずに済み、モチベーションにつな
がっています。一人でやっても授業の力は上がるかもしれないが、いろいろな先生に見ても
らい、フィードバックしてもらい、さらに自分が見に行って授業をする、そして（メンター
の）C先生からアドバイスをしてもらうということを重ねて次の授業はこういうふうに気を
付けていこうというのが、PDCAで重なっていくと自分の授業力は上がっていくと思う。

③
メンターの関わ
りについて

事後の振り返りで、生徒の授業中の発言や様子について話を進めることで、授業中の発問や
教師の手立ての重要性を認識しました。同時に、その授業の中で生徒の発言をどう生かして
いくことが大切なのかとか、意図的指名の意味についても再認識する機会になりました。
自分の授業を客観的にも主観的にもとらえることができ、次の授業に生かしていけると感じ
ました。また、様々な視点からフィードバックして頂けるので、課題を見つけやすくなり、
それを改善するために何をすべきなのかを考えやすくなりました。
クラスや授業によって生徒の様子がかなりちがうということがわかるので、普段の関わりの
中で気を付けるべきことや、生徒に対して見るべき視点もかなり広くなったと思います。ク
ラスや授業の様子を共有するだけでもかなり生徒たちの様子がわかるので、とても大切な事
だと思いました。

全体を振り返って

によって R-PDCA サイク

ルがよりよく回っている

ことを実感している様子

から判断することができ

る。特に、メンターが振

り返りの場面で授業改善

シートをもとにメンティ

の取組を価値付けたり、

さらに改善できる余地は

ないかと追求したりする

ことは、メンティが、生

徒がよりねらいに迫れる

ようにするために改善策

を考えるといった学びを深めることにつながった。 

全体を振り返ると、それぞれの手立ての効果が作用し合うことで、メンティは、初めは授業改善シ

ートの項目の内容が意識できたかどうかを中心に振り返り改善を図っていたが、次第に項目の内容を

意識できていたとしても、その観点からさらに生徒の学びを深めることができないかと考えて、改善

を図る姿が見られるようになった。これは、初めは授業の基本的な技術を課題としていたが、さらに

ねらいに迫れるよう、生徒の反応に合わせ、臨機応変に改善策を考えるというように学びを深めてい

く姿であるととらえられる。さらに、生徒の実態をより正確にとらえようとする意識が高まり、授業

以外での生徒との関わりでもそれを生かす姿が見られるようになった。 

 イ メンターの気付き 

メンターの役割を自覚しながら関わることで、メンターが自分の授業を客観的に見つめるきっかけ

が生まれ、授業の改善を図ることにつながっていた。また、道徳科の事前検討・事後の振り返りのシ

ステムを継続することで、教職員間で相談しやすい雰囲気が生まれ、改善点を一つずつ着実に検討す

ることができていることを実感していた。それにより、学年全体で協働的に授業改善を図ることにつ

ながっていると気付く姿が見られた（図 14）。さらにメンターは「メンティが生徒の考えをより受け

とめるようになり、以前より生徒が自分の考えを表現するようになってきている」と話しており、メ

ンティの姿勢の変化に気付いていた。メンターがメンティとの関わりの中で「生徒の意見を大事にす

る」という考え方を意識してきたことが、メンティが教師としての考え方を見つめ直すきっかけとな

っていたことが考えられる。そして、メ

ンティが実際の生徒との関わり中でその

考え方を意識し、自分の力にしていこう

とする姿勢につながったと考えられる。 

 

（３）C小学校の検証 

メンター：G教諭（学年主任・ステージⅡ・研究員） 

 メンティ：H教諭（初めての６年生担任・ステージⅠ） 

①授業力自己診断シートの活用 

後期初めの学年会で「授業力自己診断シート」の活用の場面を設けた。メンティは「学校生活の中

図 14 メンターD教諭のインタビュー（一部抜粋） 

「生徒は『道徳ではこういう姿なのか』という発見があります。例えば、道徳科で
いい姿を見ると自分の担当する音楽科の授業を振り返り、見直しています。」
「このシステムを継続することでいつでも誰にでも気軽に相談できるようになりま
す。相談してすぐに改善することにつながります。また、日常化しているので１５
分程度で終わります。それに、一つの授業で一つの課題について話すというように
丁寧に改善を積み重ねることができます。」

表６ メンティ E教諭のインタビューの発話とアンケートの記述（一部抜粋） 
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図 15メンティ H教諭の「求める授業像」 

で、自分のすべきことを自分で考えて行動できるようになって

ほしい」「授業では、互いに意見を出し合いながら自分たちでね

らいに向かって学習してほしい」と考えを述べていた。話し合

いでは、授業で児童がより自律的に学校生活を送れる力を育む

ことを共有することができた。メンティは「求める授業像」に

ついて図 15のように記述した。 

②学校の既存の取組を生かしたシステム【学年会を中心とした

日常的な学び合い】 

C 小学校では毎週木曜日に学年会を行っている。そこで、単元目標を確認しながらめざす児童の姿

を具体的に考え、共有をすることとした。また、単元途中の授業についても児童の姿を伝え合ったり、

専科の授業の時間を活用し、互いの授業を見合ったりして、その都度改善を図れるようにした。 

③メンターの関わり 

ア 10 月 22 日 理科「変わり続

ける大地」の授業の振り返り 

本時のねらいは「地震による大

地の変化の様子について調べたこ

とを発表し、地震による大地の変

化についてまとめる」ことであっ

た。メンティは、「求める授業像」

に基づいて授業を計画し、本時の

学習課題に対するまとめを児童が自分で書けるようにしたいと考えた。そこで、児童が授業の大切な

ポイントに気付けるように板書を整理することを心掛けた。 

メンターは授業前日にメンティの考えを聞き、視点を共有した上で授業を参観した。メンターは授

業の様子から、本時のねらいを明確にし、その実現に向けて学習活動を組み立てることがどの教科で

もできるようになってきていると感じ、その点について授業を振り返ることとした。 

放課後、20分間の時間を設け授業の振り返りを行った。そこでは、メンティの「自己の成長に気付

く姿」が見られた（表７）。メンティは、ねらいを明確にした上で学習活動を組み立てることを意識し

続けてきたことで、授業中の児童の発言を受けとめ、板書を整理することができるようになってきた

ことを話した。これに対し、メンターはメンティの考えを受けとめた上で、「学習のゴールが整理され

たということだよね」というようにメンティの取組の価値を整理して伝えた。これにより、メンティ

は教科を問わず、「求める授業像」に基づいて授業を組み立てることができるようになったことに自信

を深め、さらに継続していこうとする姿が見られた（図 16）。 

イ 11月 17日 道徳科「最後のおくりもの」（親切、思いやり）の相互授業参観 

この日は道徳科の同じ題材の授業を互いに見合って振り返りを行った。本時のねらいは「貧しくて

養成所に通うことができないロベーヌに密かにお金を送るジョルジュじいさんの姿や思いを通して、

心からの思いやりや親切とはどんなものかを考えさせ、自分自身が相手に対して、どのように接し、

対処することが相手のためになるのかをよく考え、思いやりの心をもって行動しようとする心情を育

てる」ことであった。メンティは「求める授業像」を意識

し、日々の授業を改善する中で、児童が本時のねらいによ

り迫れるように教師が問い返しを行うことについて課題を

表７ OJTの発話（一部抜粋） 

「子どもたちの発言を、めあてに沿ってまとめに向かう

ようにしていくことを意識していきたいです。教師が沢

山話すのではなく、子どもたちが発言したことを教師が

整理することで自主的に学ぶ姿を引き出したいです。」 

図 16 メンティ H教諭のインタビュー（一部抜粋） 

立場 発話 発話カテゴリー

メンター 今日のOJTを受けて、次はもうちょっとこうしようかなって思うことある？ 考えを促す問いかけ

メンティ

前回の国語の「やまなし」が、いろいろな意見をまとめるということが自分

自身で難しかったので、でも今回はシンプルだったので、出てほしい考え

が頭にあれば板書で整理できると思いました。

課題改善の手応え

メンター うんうんうん。 傾聴

メンティ

「やまなし」の時は、なんとなくこれはこうだなっていうのは、分かって挑ん

でるけど、自分の中でちゃんと分かってなかったから。パニックになったん

だなって思いました。

課題改善の手応え

メンター でも学習のゴールが整理されてたってことだよね。
授業者の取組への

価値付け・共有

メンティ そうです。 自身の課題の再認識

メンター

学習のゴールとして、今日の授業はここにもっていきたいというのを、しっ

かり頭の中で整理されていたからどんな意見が出ても、うまく板書ができ

た。まさにその通りだと思ったのでとてもいいと思いました。

授業者の取組への

価値付け・共有
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「道徳科での実践を通して、子どもとのやりとりの中でもっと引き出せる

ものがあるのかもしれないと思いました。教師が無理やり言っても駄目で、

子どもたちから引き出すことを意識していて…。授業の最中に「ああこん

なのもあるなあ」と思い付いて「（もっと）深くできたな」と思いました。

でも発問は３つ変えずにぶれずに、ねらいはここだと思ってやりました。G

先生の姿を見て、こういう問い返しをすればよかったと思いました。」 

感じていた。そこで、メンティは児童が登場人物の心情に迫れるようにしたいと考え授業に臨んだ。

実際の授業では、メンティが児童の発言に問い返すことで、気付きを深めようとする姿が見られた。 

メンターは、その様子からメンティが講じた手立ては、自分自身が日頃から授業で意識しているこ

とと通じるものがあると感じた。さらに、初めは個々の「求める授業像」だったものが、日常的に関

わり、共有を深めることで、学年としての「求める授業像」になってきていると感じた。そこで、メ

ンターはこの手立てを講じ授業を振り返ることは学年としての「求める授業像」の実現につながると

考え、自分自身が授業でも、児童の考えを深めるように問い返すことをより強く意識して臨んだ。 

振り返りの場面では、メンティ

の「新たな改善点に気付く姿」が

見られた（表８）。メンティは、授

業の中で児童がよりねらいに迫れ

るよう発問をしようとしたが、難

しく感じたことを述べた。これに

ついて、メンターは「児童の学び

の姿をどのように見取り、どのよ

うに生かそうとしたか」という視

点で、自分自身が児童の考えを一

度受けとめ、問い返して考えを深

めることや、児童の考えを他の児

童につなげることを意識的に行っ

ていることを伝えた。そして、メンティのクラ

スの児童の学びの姿を例に挙げ、メンティがど

のように関わるとよかったかを共に考えた。こ

れにより、メンティは「問い返しの仕方」とい

った技術的なものではなく、「児童の学びをどのように見取り、どのように生かしていくか」という視

点をもつことの大切さに気付く様子が見られた。そして、今後の改善点に、児童がねらいに向かって

自主的に学ぶ姿に近づくよう、児童一人一人に寄り添いながら教師が関わることを挙げた（図 17）。 

④考察 

ア メンティの変容について 

メンティの姿と表９をもとに考察する。「授業力自己診断シート」の活用は、メンティが課題を把握

し、改善を図る意欲を高めている様子から、効果的であったと判断することができる。特に、学年の

教員間で共有の場を設けたことで、学年の教員が児童の姿から日頃感じていることを知ることができ、

メンティが自分のめざしたいものや改善すべき課題をより明確にし、意欲を高めることにつながった。 

「各学校の既存の取組を生かしたシステム」は、メンティの相談しやすい雰囲気を生むことに効果

的であった。これは、メンティが分からないことを相談しやすくなり、安心して日々の教育活動を実

施することができるようになっている様子から判断することができる。特に、放課後の時間に限らず、

合間の時間でも相談し合う雰囲気ができたことは、メンティが助言を受けるだけでなく、自ら考えを

伝える姿にもつながった。 

「メンターの関わり」は、メンティの自己の成長や改善点に気付きを促し、メンティが学びを深め

ていくことに効果的であった。これは、授業の振り返りの場面でのメンティが自ら改善点に気付き、

図 17 メンティ H教諭のインタビュー（一部抜粋） 

表８ OJTの発話（一部抜粋） 

立場 発話 発話カテゴリー

メンター

Aさんは「感謝」という単語を書いていて「感謝って、ジョルジュじいさんお

金をくれてありがとうっていう感謝なの？」って聞いたら「違う」って言った

の。だからわざと驚いた感じで「ロベーヌが感謝してるんじゃなくて、ジョル

ジュじいさんが感謝してるの？」って聞いたら、「そう。ジョルジュじいさん

はこうこうこうだから感謝してると思うんです」って子どもが話し出したか

ら、「それ、絶対みんなに言って」と伝えたんだ。そこが、もう一歩ジョル

ジュじいさんの思いに踏み込むきっかけになる考えをもってる子だなと

思ったのが、Aさんだったの。

子どもの学びの姿に

基づいた振り返り

メンティ うんうんうんうん。 納得

メンター
机間指導をしながら、この子とこの子とこの子が、この後の話し合いを組

み立てる時に一番核になるなっていうのを見取るっていうか。

子どもへの関わりに

ついてアドバイス

メンター

毎回見る度に、今日の授業もH先生の授業の形が出来てきてるなって思

う。ちゃんとゴールがここで、そこに持っていくための流れがあって。そこ

は、もういろんな授業の中で実践ができてるのかなって。

授業者の取組への

価値付け・共有

メンター

もう一歩、深めるとしたら一人一人のもっている考えの価値を見いだすと

いうか価値付ける。この子のこの考えはねらいに一気にいく考えだなと

か。そこが見えるともっとねらいに迫れて、自分も楽しくなってくるし、子ど

ももすごくもっと乗れるようになるのかなと思う。

子どもへの関わりに

ついてアドバイス

メンティ

深くやりたいんだけど、うまく引き出すというか…。自分で言うことはできま

すけど、そうではなくて子どもから引き出すのが難しいなって思いました。

G先生の姿を見ていて、返しとか、発言をつなげて違う人に返していくと

か、難しいなと思いました。

授業改善の新たな気

付き

メンター
その深くが、具体的にどういう深くかっていうのが、見えにくかったんだよ

ね。自分も昨日一緒に話しているときは見えてなかったから。
メンターの自己開示
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「僕も授業をやって、自分の課題があったりする上で話している。僕ができていて
『だからこうした方がいいんだよ』というよりは、そこをめざしたいよねという感
覚です。自分自身の振り返りにもなっている感じがします。」
「校内研究のように何回も話し合うことなく、放課後の15分間で『ここを大事にし
たいね』とか『ここに迫れるようにしたいね』という話で自然と授業ができた。学
年としてめざしていきたい方向性が共有できていると感じました。」
「学年全体の子どもたちの力が高まることにつながると思います。学年の先生の力
が高まり、僕もそれを見ながら『ああこういう方法もいいな』と見付けられるのも
楽しい。互いの気付きをよりよい方法に改善していくことができています。」

その点を意識して継続的に

授業の改善に取り組む様子

から判断することができる。

特に、メンターがメンティ

の「求める授業像」に寄り

添い、メンティの取組に対

する価値やさらなる改善点

を具体的な児童の学びの姿

をもとに伝えること、さら

に改善の余地はないかと共

に考えることは、メンティ

が、児童がよりねらいに迫

れるように改善策を考える

姿につながった。 

全体を振り返ると、それぞれの手立てが作用し合うことで、初めは板書の仕方といった授業の基本

的な技術を課題としていたが、児童の反応に合わせ、臨機応変に教師が関わり、ねらいに深く迫って

いけるようにするための手立てを課題にするようになった。また、授業以外の場面でも身に付けたい

力を意識して児童に関わるなど、学びを自ら他の教育活動でも実践する姿が見られた。 

イ メンターの気付き 

 メンターは、メンターとしての役割を自覚し、メンティと日常的に関わることで、自身の授業の課

題に気付き、授業の改善につなげていた。また、児童に身に付けたい力の育成に学年全体で取り組む

意識を一層高めていた。さらに、メンティがクラスの垣根を越えて児童と関わるようになったことや、

児童がより主体的に活動するようになったことを感じていた。日常的な関わりが活性化されることで、

学年としてめざす方向性の共有が深まり、学年全体で指導の改善を図ることができ、学年全体におけ

る児童の力が向上していることを実感している

ことが分かった（図 18）。 

 

Ⅲ 研究のまとめ 

１ これまでの成果 

（１）着目したメンティについて 

本研究を通し、着目したメンティの学びの姿の変容について、次の三つの段階があることが明らか

となった。一段階目は板書や発問の仕方など、技術的なことを学ぶ「指導方法の基本を学ぶ」段階。

二段階目は児童生徒の実態に合わせて改善策を考えるといった「学びを深める」段階。三段階目は、

自ら授業を振り返り「求める授業像」に基づいて改善を図ることや、授業以外の場面でも指導の改善

を図るといった「自ら学び続ける」段階である。そして、着目したメンティの学びの姿はいずれも、

一段階、二段階、三段階の順番で変容した。これは本研究のめざす「授業を改善し続ける姿」である

と考える。具体的には、メンティは自分の「求める授業像」に基づき単元や題材の計画を立て、日々

の授業を振り返り、改善の意図を明確にもって実践に取り組むことができていた。この様子から、学

年会等で「授業力自己診断シート」を活用し「求める授業像」とその実現に向けた取組の明確化を図

図 18 メンターG教諭のインタビュー（一部抜粋） 

表９ メンティ H教諭のインタビューの発話とアンケートの記述（一部抜粋） 

① 授業力自己診断
シートについて

「自分の授業の課題やめざしたいことがはっきりしました。学年間で考えていることが同じ
だったので、明日から課題を意識しながら取り組んでいこうと思うことができました。」

② システムに
ついて

「初めての６年担任で、分からないことがたくさんある。より安心して取り組むにはOJTは
大事なものだと思う。自分がこうやりたいということも聞いて下さるし、『この方がいいん
じゃないか』というアドバイスをもらえるとまた一つ勉強になる。放課後じゃなくても、合
間の時間でもちらっと見せてもらったり、聞いたりして学ぶことができています。」

③
メンターの関わ
りについて

授業をする前は、単元や年間を通してめあてを把握するように心がけました。授業内では、
子どもたちの発言や意見をたくさん取り入れながら進めていき、最終的には、児童が自分た
ちの力でめあてが達成できる授業を目指しました。意識をすることで、子どもたちの意見に
耳を傾けて、めあてにつながる考えなどは、問い返したり、発問を考えたりしながら取り組
むことができました。
「OJTをやることで教材ときちんと向き合うし、もっとがんばろうと思える。話し合いをす
ることで、課題が見えてくる。今年はコロナで他の学校の授業を見せてもらえることが減っ
た中で、校内で学ぶことが大事だなと思いました。」
授業以外で、みんなで話し合って決めなければいけないことも多いため、その場面でも、子
どもたち一人一人の考えをよく聞き、先生に言われたからではなく、子どもたちが主体的に
決定できるよう支援するようになりました。また、一人一人の考えを大切にしたいと思い、
臨機応変にペア・グループ活動を取り入れたり、苦手な子には個別に教えたりし全員が主体
的に取り組めるようにしました。11月の大縄集会に向けての練習では、自主的に「課題があ
るため、クラスで話合いの時間がほしい」と伝えてくる児童が出てきました。その場で必要
なことを考え、行動に移せる姿に感心しました。OJTの話し合いの場面で学年でめざしたい
と話していた「自分たちで考え、自立する子どもたちの姿」が見え、うれしく思いました。

全体を振り返って
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ることは、メンティが「学びの見通し」を立てることに効果的であったといえる。メンティからは「『求

める授業像』を明確にしたことで、見通しをもって授業を計画できるようになった」や「Researchの

場面で学年の先生と話したことで方向性が明確になった」という感想を聞くことができた。特に、メ

ンティの「児童生徒にこのような力を身に付けたい」「このような授業をめざしたい」という日頃か

ら感じていた課題やめざす方向性を、学校教育目標や学年目標とのつながりを意識して話し合い、確

かめられたことが、メンティが自ら授業の改善に取り組めるようにすることに効果的だったと感じて

いることが分かった。さらに、検証後にはメンティから「授業以外の場面でも生徒の考えを大切にし

ようとしたことで、よりよい意見を引き出すことができた」「児童が学校行事の準備に主体的に取り

組む姿から、学年で話し合った身に付けたい力の高まりを感じた」という感想が聞かれ、学年経営へ

の参画意識の高まりも見られた。このことから Researchの場面を設けたことは、学校教育目標や学年

目標という全体で掲げているものが遠い存在ではなく、日々の指導や児童生徒の姿への価値付けの積

み重ねによって実現をめざせるという解釈の深まりにつながっていた。 

次に、メンティがメンターに自ら助言を求め、課題の解決を図ることができていた。また、自分の

分からないことを開示し、周りの教員に相談をする姿が見られた。この様子から、各学校の既存の取

組を生かし、OJT を明確化し、継続していくことは「教員同士が相談しやすい雰囲気を生む」ことに

効果的であったといえる。メンティからは「合間の時間でも話を聞いてもらっている」「色々な先生

の授業を見に行き、自分も見ていただくことで PDCAサイクルが回り、授業力が向上する」という感想

を聞くことができた。このことから、メンティがメンターに何でも相談でき、すぐに指導に生かすこ

とができる環境ができたことが、メンティが安心感を得ながら教育活動を実施することにつながって

いたことが分かった。 

さらに、授業の振り返りの場面では、自分の授業を振り返り、自分の取組の成果を確認し自信を深

めたり、新しい改善点に気付き、今後の授業の改善策を考えたりすることができていた。この様子か

らメンターがメンティの「求める授業像」に寄り添い、各学校のシステムの利点を生かした上で関わ

ることは「メンティが自分の実践を振り返り、手応えや新しい気付きを促す」ことに効果的であった

といえる。メンティからは「自分の意識した取組をメンターの先生に価値付けてもらって自信になっ

た」「他の先生の実際の取組や具体的な子どもとのやり取りから改善策をより具体的に考えることが

できる」という感想が聞かれた。このように、メンターがメンティの取組を価値付けることでメンテ

ィの自信の高まりにつながっていた。また、メンターが児童生徒の姿に基づいて授業を振り返ること

は、メンティに単元全体や題材を見通した授業の組み立て方の理解と児童生徒の姿の見方の広がりを

促し、メンティが自ら改善策を見いだすことにつながっていた。 

 

（２）OJT の活性化に向けたメンターの関わりとメンター自身への効果について 

検証を通して、共通して見えてきたメンターの関わりを以下に示す。 

メンターとしての役割を自覚して学び合うことで、メンター自身にも気付きが生まれた。一つは「協

働的に指導の改善を図ることの重要性への気付き」である。これは、メンターの「学年としてめざす

方向性が一つになってきている」や「ここでの学びが普段の生徒理解につながる」という同僚と共に

力を高めることのよさに気付く発言から判断することができる。さらに「メンティの自ら学ぶ場面が

増えた」という教員個々の力の高まりや「実際の児童生徒の姿が変容した」という教育活動の効果を

＜メンターの具体的な関わり＞ 

① メンティが自分の言葉で考えや悩みを話せるようにする。 

② メンターが自分の考えを伝える時には、実際の児童生徒の姿を根拠にする。 

③ 「求める授業像」の実現に向け、改善の余地はないか追求し、よりよい手立てを考え合う。 
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実際の児童生徒の姿から感じていた。次に「自分の授業の改善点への気付き」である。これは「メン

ティの授業を見る視点が自分の授業を見直す視点となっている」や「生徒の学びの姿が自分の授業の

時の姿と違うことに気が付き、自分の授業を見直すきっかけとなった」「同じ教科を担任するものとし

て、方向性が同じで改めて初心に戻った」という発言から判断することができる。この気付きをもと

に、メンターが自分の授業で大切にしたい考え方を確認し、日々の授業を振り返り、改善に取り組む

様子が見られた。このように、メンターは日常的な関わりを通して、自己の力の向上、さらには同僚

と共に力を高めていく意識を向上させていた。このメンターの気付きは川崎市教員育成指標でメンタ

ーの役割を担い始めるステージⅡの教員に示されている「みんなをつなぎ、自ら専門性を高める」と

いう資質・能力につながるものである。よって、本研究で講じた手立ては、メンターの教員の資質・

能力の向上にも資するものであり、学校の組織力の向上に効果的であるということができる。 

 

（３）全体を通して 

本研究の目的は、教員の資質・能力、

さらには学校の組織力の向上をめざし、

OJT を活性化するための手立てについ

て研究することであった。三つの手立

てを講じることで、メンターとメンテ

ィが「求める授業像」という視点を共

有することができ、日常的な OJT を通

して、さらに共有が深まることで日常

的な関わりが活性化していった。具体

的には、メンターがメンティへ「今日

の授業はどうだった？」と声をかけることや、メンティと共に学び、児童生徒のために常に授業を改

善し続けようという姿勢で関わる場面が見られた。また、メンティが「次の授業はこうしたいと思う

のですが、どうですか？」と相談をする場面が増えていった（図 19）。このような信頼関係の高まり

により、学んだことを授業に生かすことに留まらず、「自身の教員としての大切にしたい考え方を見つ

め直し、教員としての力量を高めよう」という姿勢につながった。さらに、より広い視野で児童生徒

や他の教員に関わり、学びを自分のものにしていこうと努力をすることにつながった。このように、

教員同士が相乗的に力を高め「授業を改善し続ける姿勢」の育成を図ることができた。また、研究を

通し、児童生徒が学校生活の様々な場面で身に付けたい力の高まりを見せる様子があり、これは川崎

市総合教育センター実践研究テーマの「自己実現を図り、持続可能な社会を創る資質・能力の育成」

に迫るものであるといえる。 

以上のことから、本研究で講じた手立ては、教員の資質・能力の向上、さらには学校の組織力の向

上につながる OJTの活性化に効果的であることが分かり、成果ということができる。 

 

２ 今後の課題 

本研究は、教員の自ら学び続ける力の向上をめざし、「教員は学校で育つ」という視点から、特に

OJT の活性化が重要であると考え、その手立てについて研究をしてきた。教員が学び、育つ考え方を

R-PDCA サイクルとし手立てを講じてきたが、教員が自ら OJTに取り組み、様々な教育活動を日々改善

し続ける姿勢までは見いだすことができなかった。それは、本研究では Researchの場面を一度しか設

図 19 OJTの活性化による教員の資質・能力の向上のイメージ図 
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けることができなかったこと、メンターの資質・能力を高めていくという視点が不十分であったこと

に起因すると考える。Researchについては、児童生徒の現状把握と今後の方向性の確認を、学校や学

年の教員集団で、より日常的に行うことが必要であろう。また、メンターは「児童生徒に必要な資質・

能力は何か」「そのために教育活動をどのように改善するとよいか」を常に模索し実践することや、周

りの教員と共有するといった姿勢をもつことが必要であると考える。このようなメンターの姿勢を育

成するには、メンターの役割を担うことが多いステージⅡ以降の教員が自ら資質・能力の向上を図る

とともに、教員間でメンターの役割の意義について共通理解を図り、役割意識をさらにもちやすくす

ることも大切だと考える。そのためには、ステージⅢの教員の関わりや学校マネジメントも必要な要

素であるといえる。 

社会の急速な変化に伴い、各学校においては、複雑化・多様化する諸課題に対応していくことや、

働き方改革の推進なども求められている。その中で、学習指導要領を着実に実施し、目の前の児童生

徒に予測困難な時代を生き抜く資質・能力を育むことは最も重要なことである。そのためには、教員

一人一人が学び続け、資質・能力を向上していくことが必要であり、本研究で取り組んできた OJTの

活性化は今後ますます大切になってくるだろう。本研究で講じた手立てによって、メンターとメンテ

ィの良好な関係を築き、双方の資質・能力の向上を図ることができた。今後は、校内における OJTの

認識を広め、より組織的かつ継続的に行えるような取組について実践を重ねることで、教員一人一人

が自ら R-PDCAサイクルを意識して学び、資質・能力を高めていこうとする姿勢の育成が図られるだろ

う。そして、教員一人一人が、学校経営への参画意識をもち、学校教育目標の実現に向け、目の前の

児童生徒の実態と自分自身の校内における立場や自身の力量を見つめ直し、様々な教育活動を組織的

に改善していく姿勢の育成を図ることができると考える。 

 

 

最後に、研究を進めるにあたり、ご支援、ご助言くださいました講師の先生、また校長先生をはじ

め学校教職員の皆様に、心より感謝し厚くお礼申しあげます。 
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